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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次 　
第23期

第３四半期連結
累計期間

第24期
第３四半期連結
累計期間

第23期
第３四半期連結
会計期間

第24期
第３四半期連結
会計期間

第23期

会計期間 　

自　平成21年
　　１月１日
至　平成21年
　　９月30日

自　平成22年
　　１月１日
至　平成22年
　　９月30日

自　平成21年
　　７月１日
至　平成21年
　　９月30日

自　平成22年
　　７月１日
至　平成22年
　　９月30日

自　平成21年
　　１月１日
至　平成21年
　　12月31日

売上高 (千円) 24,229,75825,365,2629,030,9207,575,21734,191,988

経常利益又は経常損失

(△) 
(千円) △1,326,237△612,799△339,883△843,192 602,961

四半期純損失(△)

又は当期純利益　　　　　　　　　

　

(千円)
△1,580,814△745,548△409,868△781,552 486,677

純資産額 (千円) － － 12,585,69611,143,32014,076,924

総資産額 (千円) － － 21,940,13822,872,31824,725,420

１株当たり純資産額 (円) － － 80.83 86.83 95.93

１株当たり四半期純損失金

額（△）又は１株当たり当

期純利益金額

　

　

(円)

△10.13 △5.59 △2.65 △6.16 3.16

潜在株式調整後１株当たり

四半期(当期)純利益金額

　

(円)
－ － － － 3.11

自己資本比率 (％) － － 56.5 47.6 56.1

営業活動による

キャッシュ・フロー

　

(千円)
1,288,7042,711,610 － － 2,542,216

投資活動による

キャッシュ・フロー

　

(千円)
△274,207△563,008 － － △229,986

財務活動による

キャッシュ・フロー

　

(千円)
1,140,465△2,571,590 － － 1,491,566

現金及び現金同等物の

四半期末(期末)残高

　

(千円)
－ － 5,454,0646,490,9267,146,804

従業員数 (人) － － 2,119 2,257 2,143

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

  ２．売上高には、消費税等は含んでおりません。

　３．第23期第３四半期連結累計(会計)期間及び第24期第３四半期連結累計(会計)期間の潜在株式調整後１株当た

り四半期純利益金額は、潜在株式は存在するものの１株当たり四半期純損失であるため記載しておりませ

ん。　
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２【事業の内容】

　当第３四半期連結会計期間において、当社グループ（当社及び連結子会社、以下同じ）が営む事業の内容について、

重要な変更はありません。 

　　

３【関係会社の状況】

　当第３四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。　

４【従業員の状況】

(１)連結会社の状況

 平成22年９月30日現在

従業員数（人） 2,257(70)

　　　（注) 従業員数は就業人員であり、臨時雇用者数は当第３四半期連結会計期間の平均人員を(　)内に外数で記載してお

ります。

 

(２)提出会社の状況

 平成22年９月30日現在

従業員数（人） 76 (2)

　　　（注) 従業員数は就業人員であり、臨時雇用者数は当第３四半期会計期間の平均人員を(　)内に外数で記載しておりま

す。
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第２【事業の状況】

１【生産、受注及び販売の状況】

　(１)生産実績

　　　当社グループにおける主要な生産は、製造コストが安価でインフラの整備されたシンガポール及び中国（広東省東莞

市）の自社工場で生産するほか、低価格製品を中心に東南アジアの工場へ生産委託しております。

なお、当社グループにおける事業の種類別セグメントは、区分欄に記載した情報通信・ネットワーク事業のみであ

ります。

　

　　　当第３四半期連結会計期間における生産の実績を示すと次のとおりであります。

区分 生産高(千円) 前年同四半期比（％）

情報通信・ネットワーク事業 4,041,176 107.4

　 (注) １．金額は、製造原価によっております。

　　　　２．金額には、消費税等は含まれておりません。

 

      当第３四半期連結会計期間における委託生産に伴う仕入高及び生産に伴う原材料・部品の仕入高の実績を示すと

次のとおりであります。

区分 仕入高(千円) 前年同四半期比（％）

情報通信・ネットワーク事業 2,794,652 104.1

　 (注) １．金額は、仕入価額によっております。

 　　　 ２．金額には、消費税等は含まれておりません。

 

　(２)受注実績

　　　当社グループの取扱品目は原則として全てが標準製品でありますので、個別受注生産は行わず、見込み生産を行って

おります。

　

　(３)販売実績

　　　当第３四半期連結会計期間における販売実績を示すと次のとおりであります。

区分 販売高(千円) 前年同四半期比（％）

情報通信・ネットワーク事業 7,575,217 83.9

　 (注) １．前第３四半期連結会計期間及び当第３四半期連結会計期間における主な相手先別の販売実績及び当該販売

実績の総販売実績に対する割合は次のとおりであります。　

相手先

前第３四半期連結会計期間
（自　平成21年７月１日
至　平成21年９月30日）

当第３四半期連結会計期間
（自　平成22年７月１日
至　平成22年９月30日）

金額（千円） 割合（％） 金額（千円） 割合（％）

ダイワボウ情報システム株式会社 1,135,94012.6 － －

　　　　２．金額には、消費税等は含まれておりません。

　

２【事業等のリスク】

当第３四半期連結会計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。また、前事業年度の有価証券報

告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。  

 

３【経営上の重要な契約等】

当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。 
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４【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期報告書提出日現在において当社グループが判断したものであります。 

 

(１)業績の状況

　当第３四半期連結会計期間の世界経済は、欧州を中心とした景気減速による業績不振など、先行きにはいまだ不

透明感があります。一方、わが国の経済は、急激な円高の進行や株価低迷により、総じて厳しい経済状況の中にあ

ります。

　このような状況のもとで、当社グループは、グローバルでヘルスケア市場への進出拡大、チャネルやパートナー

の新規開拓及び顧客満足度の向上を目指してまいりました。

　地域別の実績として、日本では、医療関係者へのアプローチとして各種学会併設の展示会へ出展するなど、ブラ

ンド認知や製品訴求を図りました。また、地域密着型のサービスとサポートを目指し、年初より営業拠点を増強す

ることで顧客とのリレーション強化に努めております。

　アジア・オセアニアにおいては、大型案件の受注などから堅調に推移し、現地通貨ベースの売上高では、昨年同

期比3.1％増となりました。しかし、円高の影響で円換算ベースではマイナスとなり、昨年同期を下回りました。

　一方、欧米では、パートナー企業との連携によりクラウドベースの医用画像システム（PACS）やＩＰ監視ビデオ

市場に進出する一方で、「スター・パートナー・プログラム」（注）によるパートナー企業とのリレーション強

化を実施しております。しかし、欧州の各国政府の予算の削減や企業の設備投資の抑制によるプロジェクトの遅

延などから業績は昨年同期を下回りました。
　
  （注）欧米を中心に、パートナー企業向けのポータルサイトを開設し、セールスサポートや技術トレーニング

など各種のサービスを提供するものです。

　

　この結果、当第３四半期連結会計期間における売上高は、75億75百万円（前年同期比16.1％減）となりました。

地域別にみると日本は、売上高39億59百万円（前年同期比19.4％減）、欧米は、売上高31億48百万円(前年同期比

11.7％減)、アジア・オセアニアは、売上高４億67百万円（前年同期比14.9％減）となりました。

　利益面については、当第３四半期連結会計期間における売上総利益率は、55.6％となり、引き続き高い数値を確

保しております。営業利益は、４億39百万円の損失（前年同期は２億18百万円の利益）となりました。また、円高

による為替差損が発生し、経常利益は８億43百万円の損失（前年同期は３億39百万円の損失）となり、四半期純

利益は、７億81百万円の損失（前年同期は４億９百万円の損失)となりました。

　

　当社グループは、引き続きネットワーク・ソリューション営業を中心に、企業・自治体・医療・教育市場への展

開を進めるとともに、一層のシェア拡大と新規開拓に向けて営業力の強化に努めてまいります。

　

(２)財政状態の分析

　当第３四半期連結会計期間末における総資産は228億72百万円となり、前連結会計年度末に比べ18億53百万円減

少しました。これは主に、商品及び製品が７億22百万円増加した一方で、受取手形及び売掛金が22億58百万円減少

したことなどによるものであります。

　当第３四半期連結会計期間末における負債は117億28百万円となり、前連結会計年度末に比べ10億80百万円増加

しました。これは主に短期借入金が13億49百万円減少した一方で、１年内返済予定の長期借入金が４億59百万円、

賞与引当金が４億29百万円、前受収益が４億18百万円、長期借入金が９億34百万円増加したことなどによるもの

であります。

　当第３四半期連結会計期間末の純資産は111億43百万円となり、前連結会計年度末に比べ29億33百万円減少しま

した。これは主に、利益剰余金の減少10億34百万円、自己株式の増加23億14百万円などによるものであります。こ

の結果、自己資本比率は前連結会計年度末の56.1％から47.6％に減少いたしました。

 

(３)キャッシュ・フローの状況

　当第３四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物は、前年同四半期連結会計期間末に比べ10億36百万

円増加（前連結会計年度末に比べ６億55百万円減少）となる64億90百万円となりました。

当第３四半期連結会計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの増減要因は以下のとおりでありま

す。

＜営業活動によるキャッシュ・フロ－＞

　　当第３四半期連結会計期間における営業活動による収入は１億86百万円となり、前年同四半期連結会計期間に

比べ５億39百万円の減少となりました。これは主に、売上債権が19億69百万円減少した一方で、税金等調整前四

半期損失が４億86百万円増加したこと、たな卸資産が15億77百万円増加したことなどによるものであります。
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＜投資活動によるキャッシュ・フロ－＞

　　当第３四半期連結会計期間における投資活動による支出は２億80百万円となり、前年同四半期連結会計期間に

比べ３億75百万円の増加となりました。これは主に、有形固定資産の取得による支出が１億76百万円増加した

こと、敷金及び保証金の回収による収入が１億２百万円減少したことなどによるものであります。

＜財務活動によるキャッシュ・フロ－＞

　　当第３四半期連結会計期間における財務活動による支出は16億28百万円となり、前年同四半期連結会計期間に

比べ12億２百万円の増加となりました。これは主に、短期借入金の返済が５億67百万円増加したこと、自己株式

の取得による支出が７億27百万円増加したことなどによるものであります。

　

(４)事業上及び財務上の対処すべき課題

   (当面の対処すべき課題) 

      当第３四半期連結会計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

　

   (会社の支配に関する基本方針)

      当社は、平成21年７月31日開催の取締役会において、当社の財務及び事業の方針の決定を支配する者の在り方

に関する基本方針を定めており、その内容等（会社法施行規則第118条第３号に掲げる事項）は次のとおりであ

ります。

(Ⅰ) 基本方針の内容の概要

    当社は、当社の財務及び事業の方針の決定を支配する者は、当社の企業価値の源泉を理解し、当社が企業価値

ひいては株主共同の利益を継続的かつ持続的に確保、向上していくことを可能とする者である必要があると考

えています。

  　当社は、当社の支配権の移転を伴う買収提案がなされた場合、その判断は最終的には株主全体の意思に基づき

行われるべきものと考えております。また、当社株式について大量買付がなされた場合であっても、これが当社

の企業価値ひいては株主共同の利益の確保・向上に資するものであれば、これを否定するものではありませ

ん。しかしながら、株式の大量買付の中には、その目的等から見て企業価値・株主共同の利益に対する明白な侵

害をもたらすもの、株主に株式の売却を事実上強要するおそれがあるもの、対象会社の取締役会や株主が株式

の大量買付の内容等について検討し、あるいは対象会社の取締役会が代替案を提案するための十分な時間や情

報を提供しないもの、対象会社が買収者の提示した条件よりも有利な条件をもたらすために買収者との交渉を

必要とするもの等、大量買付の対象となる会社の企業価値・株主共同の利益に資さないものも少なくありませ

ん。

  　この点、当社の企業価値の源泉は、グループ各社の有する①ネットワーク機器業界のリーディングカンパニー

として創業以来蓄積してきた経験とノウハウ、高度な技術力に基づいた情報通信機器全般に関する総合力、②

急速かつ激しい技術革新に対応し、「高性能」「高品質」「高い信頼性」を保持しつつ「コストパフォーマン

ス」に優れた製品を安定的に供給することのできる研究開発力、③お客様の幅広いニーズにきめ細かく応える

ことのできる製品及びサービスの豊富さ、④世界に広がる多くの顧客及び取引先、パートナーとの長期的な友

好関係に基づく強固な信頼関係にあります。当社株式の買付けを行う者がこれら当社の企業価値の源泉を理解

し、これらを中長期的に確保し、向上させられる者でなければ、当社の企業価値ひいては株主共同の利益は毀損

されることになります。

  　当社は、このような当社の企業価値・株主共同の利益に資さない大量買付を行う者は、当社の財務及び事業の

方針の決定を支配する者として不適切であり、このような者による大量買付に対しては、必要かつ相当な対抗

措置を講じることにより、当社の企業価値ひいては株主共同の利益を確保する必要があると考えます。

　

(Ⅱ) 取組みの具体的な内容の概要

  ①当社の財産の有効な活用、適切な企業集団の形成その他の基本方針の実現に資する特別な取組み

      当社は、創業以来20年以上継続してきた「法人向けネットワーク機器」の開発・製造・販売の更なる拡充

と、サポート・サービスの充実を中心とした様々な施策を実行することで、当社の企業価値を向上させるこ

とに鋭意取り組んでおります。

　 (ネットワーク機器事業)

      当社グループは、創業以来、世界21ヶ国に広がる販売拠点と業界随一の幅広い製品ラインアップにより、世

界でも有数のネットワーク機器総合メーカーとしての地位を築いてまいりました。常に機器メーカーとして

の原点に立ち返り、お客様のニーズをいち早く取り入れた技術的に優れた製品をタイミングよく開発・販売

することで主力製品の拡販を進めております。今後は、更なるサポート・サービスの充実と最適なＩＴシス

テム基盤構築を行うためのプロフェッショナルサービスの展開など幅広い事業戦略を推進し、より一層の安

定的な収益基盤の確保を目指してまいります。
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   (ＩＰトリプルプレイ事業)

      当社グループは、ＩＰネットワーク上のマルチメディア化にいち早く注目し、ＩＰトリプルプレイ事業の

準備（機器の開発、販売体制構築）に、戦略的開発投資を行ってまいりました。その結果、現在、世界各国の

ユーザーに真のＩＰトリプルプレイが提供され始めております。当社グループは、ＩＰトリプルプレイ事業

は、長期的に成長が見込める市場であると考えており、今後も継続して投資を行ってまいります。

(ⅰ)ＮＳＰ（ネットワーク・サービス・プロバイダー）

      当社グループは、欧米にて拡大しているＩＰトリプルプレイ市場にいち早く対応し投資を継続してお

り、機器の開発からサポート・サービス、コンサルティングまでワンストップで提供可能な体制を整え、

マーケットリーダーとしての地位を確立してまいりました。また、ＩＰＴＶ等新たなサービス需要に対

しては、大手インテグレーターとの強力なパートナーシップを背景に、営業力と商品力の両面の強化に

より事業の拡大を図っております。

(ⅱ)ＩＰ－ＧＳＰ（ＩＰグローバル・サービス・プロバイダー）

    　ＩＰ－ＧＳＰ事業は、大学や米軍基地など一定のエリアにおいて、インフラの敷設からＩＰ電話、ＩＰ

ＴＶ、その他ネットワーク等、様々なサービスやコンテンツを提供する事業です。当社グループは、機器

メーカーとしての範疇を超え、ネットワーク構築からそれを利用したサービス提供まで総合的に提供で

きる企業集団としての体制を整えてきておりますが、今後もこの事業を拡大することにより、グローバ

ルに展開している企業へのビジネスゲートウェイとしての役割も担うことが可能となるとともに、サー

ビスに応じた収入を得るビジネスモデルに基づき、より安定した収益の確保につながる事業として強化

してまいります。

   (研究開発事業)

    　ネットワーク関連市場は世界的に製品開発が激化しており、絶え間なく技術革新が進んでおります。当社グ

ループは従来より売上高の一定割合を研究開発に投資するなど、先端技術の研究開発に取り組んでまいりま

した。ネットワーク関連機器の総合メーカーとしての地位を確保し、更なる成長を遂げるとともに企業価値

を向上させるためには、研究開発は欠かせない事業であり、今後も将来を見据えた活動を行ってまいります。

　

　②基本方針に照らして不適切な者によって当社の財務及び事業の方針の決定が支配されることを防止するため

　の取組み

　当社は平成21年７月31日開催の取締役会において、上記のとおり、当社の財務及び事業の方針の決定を支配

する者の在り方に関する基本方針（以下「基本方針」といいます。）を定めるとともに、基本方針に照らし

て不適切な者によって当社の財務及び事業の方針の決定が支配されることを防止するための取組み（会社

法施行規則第118条第３号ロ(２)）として、当社株式の大量取得行為に関する対応策（買収防衛策）（以下

「本プラン」といいます。）を導入いたしました。なお、本プランは、平成22年３月30日開催の当社第23回定

時株主総会において、有効期間の延長が承認されております。

　当社は、当社の企業価値ひいては株主共同の利益に資さない大量買付を行う者は、当社の財務及び事業の方

針の決定を支配する者として不適切であると考えています。本プランは、こうした不適切な者による当社の

企業価値ひいては株主共同の利益に反する大量買付を抑止するとともに、当社株式に対する大量買付が行わ

れる際に、当社取締役会が株主の皆様に代替案を提案したり、あるいは株主の皆様がかかる大量買付に応じ

るべきか否かを判断するために必要な情報や時間を確保すること、株主の皆様のために交渉を行うこと等を

可能とすることを目的としております。

　本プランは、当社株券等の20％以上を買付けしようとする者が現れた際に、買収者に事前の情報提供を求め

る等、上記の目的を実現するために必要な手続を定めております。

　買収者は、本プランに係る手続に従い、当社取締役会又は当社株主総会において本プランを発動しない旨が

決定された場合に、当該決定時以降に限り当社株券等の大量買付を行うことができるものとされています。

　買収者が本プランに定められた手続に従わない場合や当社株券等の大量買付が当社の企業価値ひいては株

主共同の利益を毀損するおそれがある場合等で、本プラン所定の発動要件を満たす場合には、当社は、買収者

等による権利行使は原則として認められないとの行使条件及び当社が買収者等以外の者から当社株式と引

換えに新株予約権を取得できる旨の取得条項が付された新株予約権を、その時点の当社を除く全ての株主に

対して新株予約権無償割当ての方法により割り当てます。本プランに従って新株予約権の無償割当てがなさ

れ、その行使又は当社による取得に伴って買収者以外の株主の皆様に当社株式が交付された場合には、買収

者の有する当社の議決権割合は、最大50％まで希釈化される可能性があります。

　なお、本プランに従った新株予約権の無償割当ての実施、不実施又は取得等の判断については、取締役の恣

意的判断を排除するため、当社経営陣から独立した社外取締役等のみから構成される独立委員会を設置し、

その客観的な判断を経るものとしております。また、当社取締役会は、これに加えて、本プラン所定の場合に

は、株主総会を開催し、新株予約権の無償割当ての実施に関する株主の皆様の意思を確認することがありま

す。　

EDINET提出書類

アライドテレシスホールディングス株式会社(E01867)

四半期報告書

 7/34



　③上記各取組みに対する当社取締役会の判断及びその判断に係る理由

　当社は、本プランは上記の基本方針に沿うものであり、また以下のような特段の配慮がされていることによ

り、当社の企業価値及び株主共同の利益を損なうものではなく、また当社役員の地位の維持を目的とするも

のではないと考えております。

(ア)企業価値ひいては株主共同の利益の確保・向上

　本プランは、基本方針に基づき、当社株券等に対する買付等がなされた際に、当該買付等に応じるべき

か否かを株主の皆様が判断し、あるいは当社取締役会が代替案を提案するために必要な情報や時間を確

保したり、株主の皆様のために買付者等と交渉を行うこと等を可能とすることにより、当社の企業価値

ひいては株主共同の利益を確保することを目的として導入されるものです。　

(イ)買収防衛策に関する指針等の要件の充足

　本プランは、経済産業省及び法務省が平成17年５月27日に発表した「企業価値・株主共同の利益の確

保又は向上のための買収防衛策に関する指針」に定める三原則（①企業価値・株主共同の利益の確保

・向上の原則、②事前開示・株主意思の原則、③必要性・相当性確保の原則）を全て充足しています。

(ウ)株主意思の重視

　本プランの有効期間は、平成22年３月30日開催の当社第23回定時株主総会終結後３年以内に終了する

事業年度のうち最終のものに関する定時株主総会終結の時までの約３年間とするいわゆるサンセット

条項が付されており、かつ、その有効期間の満了前であっても、当社株主総会又は当社取締役会において

本プランを廃止する旨の決議が行われた場合には、本プランは当該決議に従い廃止されることとなりま

す。その意味で、本プランの消長には、株主の皆様のご意向が反映されることとなっております。

(エ)独立性を有する社外取締役等の判断の重視及び第三者専門家の意見の取得

　本プランの発動に際しては、独立性を有する社外取締役等のみから構成される独立委員会による勧告

を必ず経ることとされています。さらに、独立委員会は、当社の費用において独立した第三者専門家等の

助言を受けることができるものとされており、独立委員会による判断の公正さ・客観性がより強く担保

される仕組みとなっております。

(オ)合理的な客観的要件の設定　

　本プランは、合理的な客観的要件が充足されなければ発動されないように設定されており、当社取締役

会による恣意的な発動を防止するための仕組みを確保しております。

(カ)デッドハンド型やスローハンド型の買収防衛策ではないこと

　本プランは、株券等を大量に買い付けた者の指名に基づき当社の株主総会において選任された取締役

で構成される取締役会により廃止することが可能であるため、デッドハンド型買収防衛策（取締役会の

構成員の過半数を交代させてもなお、発動を阻止できない買収防衛策）ではありません。また、当社にお

いては取締役の任期は１年であり、期差任期制は採用されていないため、本プランは、スローハンド型買

収防衛策（取締役会の構成員の交代を一度に行うことができないため、その発動を阻止するのに時間を

要する買収防衛策）でもありません。

　

(５)研究開発活動 

　　　当第３四半期連結会計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は９億20百万円であります。なお、当第３

四半期連結会計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３【設備の状況】
(１)主要な設備の状況

　　当第３四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。 

  

(２)設備の新設、除却等の計画

　　当第３四半期連結会計期間において、前四半期連結会計期間末において計画中であった重要な設備の新設、除却

等について、重要な変更はありません。また、新たに確定した重要な設備の新設、拡充、改修、除却、売却等の計画は

ありません。
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第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】
種類 発行可能株式総数(株)
普通株式 600,000,000
計 600,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末
現在発行数(株)
(平成22年９月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成22年11月12日)

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融
商品取引業協会名

内　容

普通株式 157,976,421157,976,421
東京証券取引所
(市場第二部)

権利内容に何ら限定のない
当社における標準となる株
式であり、単元株式数は100
株であります。

計 157,976,421157,976,421― ―

　（注）提出日現在の発行数には、平成22年11月１日から当四半期報告書提出日までの新株予約権（旧商法第280条ノ19の
規定に基づく新株引受権を含む）の権利行使により発行された株式数は含まれておりません。

　

（２）【新株予約権等の状況】

①　新株予約権（ストックオプション）

第１回新株予約権

株主総会の特別決議（平成14年６月７日）

 
第３四半期会計期間末現在
(平成22年９月30日)

新株予約権の数 　　　　　　　　　　　　 　1,491個

新株予約権のうち自己新株予約権の数 －

新株予約権の目的となる株式の種類 　　　　  　　　　　　　　普通株式

新株予約権の目的となる株式の数　　　   　　　　 　　　　　　　　149,100株（注）１

新株予約権の行使時の払込金額　　　　   　　　　　 　　　　　　　　　409円（注）２

新株予約権の行使期間
    　　　　　自　平成16年６月７日

   　　　　　 至　平成24年６月６日

新株予約権の行使により株式を発行する場合の株式の発行

価格及び資本組入額

    　　　　　発行価格　　 　409円

    　　　　　資本組入額　　 205円

新株予約権の行使の条件 （注）３

新株予約権の譲渡に関する事項 新株予約権を譲渡するには、取締役会の承認を要する。

代用払込みに関する事項 －

組織再編成行為に伴う新株予約権の交付に関する事項 －

第２回新株予約権

株主総会の特別決議（平成14年６月７日）

 
第３四半期会計期間末現在
(平成22年９月30日)

新株予約権の数 　　　　　　　　　　　　　　 413個

新株予約権のうち自己新株予約権の数 －

新株予約権の目的となる株式の種類        　                 普通株式

新株予約権の目的となる株式の数　　　   　　　　　　　　　　　　　41,300株（注）１

新株予約権の行使時の払込金額　　　　             　                 275円（注）２

新株予約権の行使期間
              自　平成16年６月７日

              至　平成24年６月６日

新株予約権の行使により株式を発行する場合の株式の発行

価格及び資本組入額

              発行価格　　　 275円

              資本組入額　　 138円

新株予約権の行使の条件 （注）３

新株予約権の譲渡に関する事項 新株予約権を譲渡するには、取締役会の承認を要する。

代用払込みに関する事項 －

組織再編成行為に伴う新株予約権の交付に関する事項 －
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第３回新株予約権

株主総会の特別決議（平成15年３月26日）

 
第３四半期会計期間末現在
(平成22年９月30日)

新株予約権の数 　　　　　　　　　　　　　　 439個

新株予約権のうち自己新株予約権の数 －

新株予約権の目的となる株式の種類                           普通株式

新株予約権の目的となる株式の数　　　                           43,900株（注）１

新株予約権の行使時の払込金額　　　　                               235円（注）２

新株予約権の行使期間
              自　平成17年３月26日

              至　平成25年３月25日

新株予約権の行使により株式を発行する場合の株式の発行

価格及び資本組入額

              発行価格　　 　235円

              資本組入額　　 118円

新株予約権の行使の条件 （注）３

新株予約権の譲渡に関する事項 新株予約権を譲渡するには、取締役会の承認を要する。

代用払込みに関する事項 －

組織再編成行為に伴う新株予約権の交付に関する事項 －

第４回新株予約権

株主総会の特別決議（平成16年３月24日）

 
第３四半期会計期間末現在
(平成22年９月30日)

新株予約権の数 　　　　　　　　　　　　　　 590個

新株予約権のうち自己新株予約権の数 －

新株予約権の目的となる株式の種類           　　　　　　　　普通株式

新株予約権の目的となる株式の数　　　            　　　　　　　　590,000株（注）４

新株予約権の行使時の払込金額　　　　               　　　　　　　　 239円（注）５

新株予約権の行使期間
    　　　　　自　平成17年３月24日

    　　　　　至　平成26年３月23日

新株予約権の行使により株式を発行する場合の株式の発行

価格及び資本組入額

    　　　　　発行価格　　　 239円

    　　　　　資本組入額　　 120円

新株予約権の行使の条件 （注）３

新株予約権の譲渡に関する事項 新株予約権を譲渡するには、取締役会の承認を要する。

代用払込みに関する事項 －

組織再編成行為に伴う新株予約権の交付に関する事項 －

第５回新株予約権

株主総会の特別決議（平成16年３月24日）

 
第３四半期会計期間末現在
(平成22年９月30日)

新株予約権の数 　　　　　　　　　　　　　　 373個

新株予約権のうち自己新株予約権の数 －

新株予約権の目的となる株式の種類          　　　　　　　　 普通株式

新株予約権の目的となる株式の数　　　          　　　　　　　　373,000株（注）４

新株予約権の行使時の払込金額　　　　               　　　　　　　　 170円（注）５

新株予約権の行使期間
    　　　　　自　平成17年３月24日

    　　　　　至　平成26年３月23日

新株予約権の行使により株式を発行する場合の株式の発行

価格及び資本組入額

    　　　　　発行価格　　 　170円

    　　　　　資本組入額　　　85円

新株予約権の行使の条件 （注）３

新株予約権の譲渡に関する事項 新株予約権を譲渡するには、取締役会の承認を要する。

代用払込みに関する事項 －

組織再編成行為に伴う新株予約権の交付に関する事項 －
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第６回新株予約権

株主総会の特別決議（平成16年３月24日）

 
第３四半期会計期間末現在
(平成22年９月30日)

新株予約権の数 　　　　　　　　　　　　　　 354個

新株予約権のうち自己新株予約権の数 －

新株予約権の目的となる株式の種類           　　　　　　　　普通株式

新株予約権の目的となる株式の数　　　           　　　　　　　　 354,000株（注）４

新株予約権の行使時の払込金額　　　　              　　　　　　　　 288円（注）５

新株予約権の行使期間
    　　　　　自　平成17年３月24日

    　　　　　至　平成26年３月23日

新株予約権の行使により株式を発行する場合の株式の発行

価格及び資本組入額

    　　　　　発行価格　　 　288円

   　　　　　 資本組入額　　 144円

新株予約権の行使の条件 （注）３

新株予約権の譲渡に関する事項 新株予約権を譲渡するには、取締役会の承認を要する。

代用払込みに関する事項 －

組織再編成行為に伴う新株予約権の交付に関する事項 －

第７回新株予約権

株主総会の特別決議（平成16年３月24日）

 
第３四半期会計期間末現在
(平成22年９月30日)

新株予約権の数 　　　　　　 　　　　　　　　324個

新株予約権のうち自己新株予約権の数 －

新株予約権の目的となる株式の種類           　　　　　　　　普通株式

新株予約権の目的となる株式の数　　　           　　　　　　　　324,000株（注）４

新株予約権の行使時の払込金額　　　                 　　　　　　　　 336円（注）５

新株予約権の行使期間
   　　　　　 自　平成17年３月24日

   　　　　　 至　平成26年３月23日

新株予約権の行使により株式を発行する場合の株式の発行

価格及び資本組入額

    　　　　　発行価格　　　 336円

    　　　　　資本組入額　　 168円

新株予約権の行使の条件 （注）３

新株予約権の譲渡に関する事項 新株予約権を譲渡するには、取締役会の承認を要する。

代用払込みに関する事項 －

組織再編成行為に伴う新株予約権の交付に関する事項 －

第８回新株予約権

株主総会の特別決議（平成17年３月23日）

 
第３四半期会計期間末現在
(平成22年９月30日)

新株予約権の数           　　　　　　　　 5,000個

新株予約権のうち自己新株予約権の数 －

新株予約権の目的となる株式の種類          　　　　　　　　 普通株式

新株予約権の目的となる株式の数　　　           　　　　　　　　 500,000株（注）６

新株予約権の行使時の払込金額　　　　             　　　　　　　　 406円（注）５

新株予約権の行使期間
    　　　　　自　平成18年３月23日

    　　　　　至　平成27年３月22日

新株予約権の行使により株式を発行する場合の株式の発行

価格及び資本組入額

    　　　　　発行価格　　 　406円

    　　　　　資本組入額　　 203円

新株予約権の行使の条件 （注）３

新株予約権の譲渡に関する事項 新株予約権を譲渡するには、取締役会の承認を要する。

代用払込みに関する事項 －

組織再編成行為に伴う新株予約権の交付に関する事項 －
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第11回新株予約権

株主総会の特別決議（平成17年３月23日）

 
第３四半期会計期間末現在
(平成22年９月30日)

新株予約権の数            　　　　　　　　8,650個

新株予約権のうち自己新株予約権の数 －

新株予約権の目的となる株式の種類         　　　　　　　　  普通株式

新株予約権の目的となる株式の数　　　            　　　　　　　　865,000株（注）６

新株予約権の行使時の払込金額　　　　             　　　　　　　　   573円（注）５

新株予約権の行使期間
    　　　　　自　平成20年２月27日

    　　　　　至　平成27年３月22日

新株予約権の行使により株式を発行する場合の株式の発行

価格及び資本組入額

    　　　　　発行価格　　　 573円

    　　　　　資本組入額　　 287円

新株予約権の行使の条件 （注）３

新株予約権の譲渡に関する事項 新株予約権を譲渡するには、取締役会の承認を要する。

代用払込みに関する事項 －

組織再編成行為に伴う新株予約権の交付に関する事項 －

第13回新株予約権

株主総会の特別決議（平成18年３月30日）

 
第３四半期会計期間末現在
(平成22年９月30日)

新株予約権の数           　　　　　　　　 1,800個

新株予約権のうち自己新株予約権の数 －

新株予約権の目的となる株式の種類          　　　　　　　　 普通株式

新株予約権の目的となる株式の数　    　          　　　　　　　　180,000株（注）６

新株予約権の行使時の払込金額　　　                　　　　　　　　 290円（注）５

新株予約権の行使期間
    　　　　　自　平成20年６月８日

    　　　　　至　平成28年３月29日

新株予約権の行使により株式を発行する場合の株式の発行

価格及び資本組入額

   　　　　　 発行価格　　　 290円

   　　　　　 資本組入額　　 145円

新株予約権の行使の条件 （注）３

新株予約権の譲渡に関する事項 新株予約権を譲渡するには、取締役会の承認を要する。

代用払込みに関する事項 －

組織再編成行為に伴う新株予約権の交付に関する事項 －

第17回新株予約権

株主総会の特別決議（平成20年３月25日）

 
第３四半期会計期間末現在
(平成22年９月30日)

新株予約権の数            　　　　　　　　1,500個

新株予約権のうち自己新株予約権の数 －

新株予約権の目的となる株式の種類          　　　　　　　　 普通株式

新株予約権の目的となる株式の数　    　         　　　　　　　　 150,000株（注）６

新株予約権の行使時の払込金額　　　                　　　　　　　　   78円（注）５

新株予約権の行使期間
    　　　　　自　平成20年５月23日

   　　　　　 至　平成24年５月22日

新株予約権の行使により株式を発行する場合の株式の発行

価格及び資本組入額

    　　　　　発行価格　　　  78円

    　　　　　資本組入額　　  39円（注）７

新株予約権の行使の条件 （注）３

新株予約権の譲渡に関する事項 新株予約権を譲渡するには、取締役会の承認を要する。

代用払込みに関する事項 －

組織再編成行為に伴う新株予約権の交付に関する事項 （注）８
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第18回新株予約権

株主総会の特別決議（平成20年３月25日）

 
第３四半期会計期間末現在
(平成22年９月30日)

新株予約権の数           　　　　　　　　14,700個

新株予約権のうち自己新株予約権の数 －

新株予約権の目的となる株式の種類         　　　　　　　　  普通株式

新株予約権の目的となる株式の数　    　        　　　　　　　　1,470,000株（注）６

新株予約権の行使時の払込金額　　　              　　　　　　　　     36円（注）５

新株予約権の行使期間
   　　　　　 自　平成23年１月23日

    　　　　　至　平成30年３月25日

新株予約権の行使により株式を発行する場合の株式の発行

価格及び資本組入額

   　　　　　 発行価格　　　  36円

   　　　　　 資本組入額　　  18円（注）７

新株予約権の行使の条件 （注）３

新株予約権の譲渡に関する事項 新株予約権を譲渡するには、取締役会の承認を要する。

代用払込みに関する事項 －

組織再編成行為に伴う新株予約権の交付に関する事項 （注）８

第19回新株予約権
株主総会の特別決議（平成20年３月25日）

 
第３四半期会計期間末現在
(平成22年９月30日)

新株予約権の数          　　　　　　　　 52,000個

新株予約権のうち自己新株予約権の数 －

新株予約権の目的となる株式の種類         　　　　　　　　  普通株式

新株予約権の目的となる株式の数　    　       　　　　　　　　 5,200,000株（注）６

新株予約権の行使時の払込金額　　　                  　　　　　　　　 36円（注）５

新株予約権の行使期間
    　　　　　自　平成22年１月23日

   　　　　　 至　平成25年１月22日

新株予約権の行使により株式を発行する場合の株式の発行

価格及び資本組入額

    　　　　　発行価格　　　  36円

   　　　　　 資本組入額　　  18円（注）７

新株予約権の行使の条件 （注）３

新株予約権の譲渡に関する事項 新株予約権を譲渡するには、取締役会の承認を要する。

代用払込みに関する事項 －

組織再編成行為に伴う新株予約権の交付に関する事項 （注）８

第20回新株予約権
株主総会の特別決議（平成21年３月30日）

 
第３四半期会計期間末現在
(平成22年９月30日)

新株予約権の数          　　　　　　　　 44,950個

新株予約権のうち自己新株予約権の数 －

新株予約権の目的となる株式の種類         　　　　　　　　  普通株式

新株予約権の目的となる株式の数　    　       　　　　　　　　 4,495,000株（注）６

新株予約権の行使時の払込金額　　　                  　　　　　　　　 81円（注）５

新株予約権の行使期間
    　　　　　自　平成24年３月11日

   　　　　　 至　平成31年３月30日

新株予約権の行使により株式を発行する場合の株式の発行

価格及び資本組入額

    　　　　　発行価格　　　  81円

   　　　　　 資本組入額　　  41円（注）７

新株予約権の行使の条件 （注）３

新株予約権の譲渡に関する事項 新株予約権を譲渡するには、取締役会の承認を要する。

代用払込みに関する事項 －

組織再編成行為に伴う新株予約権の交付に関する事項 （注）８
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第21回新株予約権
株主総会の特別決議（平成21年３月30日）

 
第３四半期会計期間末現在
(平成22年９月30日)

新株予約権の数          　　　　　　　　 35,050個

新株予約権のうち自己新株予約権の数 －

新株予約権の目的となる株式の種類         　　　　　　　　  普通株式

新株予約権の目的となる株式の数　    　       　　　　　　　　 3,505,000株（注）６

新株予約権の行使時の払込金額　　　                  　　　　　　　　 81円（注）５

新株予約権の行使期間
    　　　　　自　平成23年３月11日

   　　　　　 至　平成27年３月10日

新株予約権の行使により株式を発行する場合の株式の発行

価格及び資本組入額

    　　　　　発行価格　　　  81円

   　　　　　 資本組入額　　  41円（注）７

新株予約権の行使の条件 （注）３

新株予約権の譲渡に関する事項 新株予約権を譲渡するには、取締役会の承認を要する。

代用払込みに関する事項 －

組織再編成行為に伴う新株予約権の交付に関する事項 （注）８

（注）１．新株予約権１個につき当社普通株式100株とする。
　なお、当社が株式併合を行う場合、次の算式により目的となる株式の数を調整するものとする。ただし、かかる
調整は、新株予約権のうち、当該時点で行使されていない新株予約権の目的となる株式についてのみ行われ、調
整の結果生じる１株未満の端数については、これを切り捨てるものとする。
　調整後株式数 ＝ 調整前株式数 × 併合の比率

２．株式併合を行う場合は、次の算式により払込金額を調整し、調整により生じる１円未満の端数は切り上げるも
のとする。 

　調整後払込金額 ＝ 調整前払込金額 ×
1

併合の比率
時価を下回る価額で新株式の発行又は自己株式の処分を行う場合は、次の算式により払込金額を調整し、調整
の結果生じる１円未満の端数は切り上げるものとする。
 

既発行株式数＋
新規発行株式数×１株当たり払込金額

　調整後払込金額 ＝ 調整前払込金額 ×
１株当たり時価

既発行株式数＋新規発行株式数
３．①新株予約権者が当社又は関係会社を退職し、当社又は関係会社の従業員、取締役及び監査役ならびに社外協

力者の地位でなくなった場合、新株予約権を行使することができない。ただし、従業員が会社都合により退職
した場合もしくは定年により退職した場合、取締役及び監査役が任期満了により退任した場合等、取締役会
が正当な理由があると認めた場合はこの限りではない。
②新株予約権の最低単位は１個とし、分割行使はできない。

　　③新株予約権の行使に関するその他の条件等は、当社と新株予約権者との間で締結する新株予約権割当契約に定
めるところによる。

４．新株予約権１個につき当社普通株式1,000株とする。
　なお、当社が株式分割及び株式併合を行う場合、次の算式により目的となる株式の数を調整するものとする。
ただし、かかる調整は、新株予約権のうち、当該時点で行使されていない新株予約権の目的となる株式について
のみ行われ、調整の結果生じる１株未満の端数については、これを切り捨てるものとする。
　調整後株式数 ＝ 調整前株式数 × 分割・併合の比率

５．株式分割又は併合を行う場合は、次の算式により払込金額を調整し、調整の結果生じる１円未満の端数は切り
上げるものとする。

　調整後払込金額 ＝ 調整前払込金額 ×
1

分割・併合の比率
時価を下回る価額で新株式の発行又は自己株式の処分を行う場合は、次の算式により払込金額を調整し、調整
の結果生じる１円未満の端数は切り上げるものとする。
 

既発行株式数＋
新規発行株式数×１株当たり払込金額

　調整後払込金額 ＝ 調整前払込金額 ×
１株当たり時価

既発行株式数＋新規発行株式数
６．新株予約権１個につき当社普通株式100株とする。
　なお、当社が株式分割及び株式併合を行う場合、次の算式により目的となる株式の数を調整するものとする。
ただし、かかる調整は、新株予約権のうち、当該時点で行使されていない新株予約権の目的となる株式について
のみ行われ、調整の結果生じる１株未満の端数については、これを切り捨てるものとする。
　調整後株式数 ＝ 調整前株式数 × 分割・併合の比率

７．新株予約権の行使により株式を発行する場合の資本組入額は、会社計算規則第17条第１項に従い算出される資
本金等増加限度額の２分の１の金額とする。 

８．組織再編行為に伴い、組織再編行為に関する契約、計算書等に再編対象会社の新株予約権を交付する旨を定め
た場合のみ、組織再編行為の効力発生時点において残存する新株予約権の新株予約権者に対し、会社法第236条
第１項８号イからホまでに掲げる株式会社の新株予約権を交付する。
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②　旧商法第280条ノ19の規定に基づく新株引受権（ストックオプション）

株主総会の特別決議（平成14年３月27日）

 
第３四半期会計期間末現在
(平成22年９月30日)

新株予約権の数 －

新株予約権のうち自己新株予約権の数 －

新株予約権の目的となる株式の種類           　　　　　　　　普通株式

新株予約権の目的となる株式の数         　　　　　　　　   3,000株

新株予約権の行使時の払込金額            　　　　　　　　  421円

新株予約権の行使期間
   　　　　　 自　平成16年３月30日

    　　　　　至　平成24年３月29日

新株予約権の行使により株式を発行する場合の株式の発行

価格及び資本組入額

   　　　　　 発行価格　　　 421円

    　　　　　資本組入額　 　211円

新株予約権の行使の条件 （注）１

新株予約権の譲渡に関する事項 （注）２

代用払込みに関する事項 －

組織再編成行為に伴う新株予約権の交付に関する事項 －

（注）１．当社と付与対象者との間で締結する新株引受権付与に関する契約書に定めるところによる。
　　　２．新株引受権を第三者に譲渡することも、担保に供することもできない。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。　

　

　

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(百万円)

資本金残高
(百万円)

資本準備金
増減額
(百万円)

資本準備金
残高
(百万円)

 平成22年７月１日～

 平成22年９月30日 
－ 157,976,421 － 9,835 － 28
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（６）【大株主の状況】

大量保有報告書等の写しの送付等がなく、当第３四半期会計期間において、大株主の異動は把握しておりません。

　

なお、平成22年９月30日現在の株主名簿上の大株主上位10名は以下のとおりです。　

平成22年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（千株）　

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

大嶋　章禎
(アライドテレシスホールディングス株式会社)
　

BELLEVE WA.USA
(東京都品川区西五反田七丁目21番11)

　35,060 　22.19

オオシマ　ゼネラル　ホールディング
ＮＯ.１,ＬＬＣ
(アライドテレシスホールディングス株式会社)

C/O ALLIED TELESIS,INTERNATIONAL CORP
19800 NORTH CREEK PKWY.#200 BOTHELL.
WA 98011.USA
(東京都品川区西五反田七丁目21番11号)　

　3,500 　2.22

オオシマ　ゼネラル　ホールディング
ＮＯ.２,ＬＬＣ
(アライドテレシスホールディングス株式会社)

C/O ALLIED TELESIS,INTERNATIONAL CORP
19800 NORTH CREEK PKWY.#200 BOTHELL.
WA 98011.USA
(東京都品川区西五反田七丁目21番11号)

　3,500 　2.22

オオシマ　ゼネラル　ホールディング
ＮＯ.３,ＬＬＣ
(アライドテレシスホールディングス株式会社)

C/O ALLIED TELESIS,INTERNATIONAL CORP
19800 NORTH CREEK PKWY.#200 BOTHELL.
WA 98011.USA
(東京都品川区西五反田七丁目21番11号)

　3,500 　2.22

日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社
（信託口）

東京都中央区晴海１丁目８－11 　2,202 　1.39

日本証券金融株式会社 東京都中央区日本橋茅場町１丁目２－10 　1,632 　1.03
株式会社ＳＢＩ証券　 東京都港区六本木１丁目６－１ 　1,160 　0.73
MELLON BANK,N.A. AS AGENT FOR ITS CLIENT
MELLON OMNIBUS US PENSION
(株式会社みずほコーポレート銀行決済営業部)

ONE BOSTON PLACE BOSTON,MA 02108
(東京都中央区月島４丁目16－13)

　1,154 　0.73

株式会社三井住友銀行 東京都千代田区有楽町１丁目１番２号 　800 　0.51

BANK JULIUS BAER AND CO.,LTD
(株式会社三菱東京ＵＦＪ銀行)　

BAHNHOFSTRASSE 36,P.O.BOX 8010,
CH-8001 ZURICH,SWITZERLAND
(東京都千代田区丸の内２丁目７－１
決済事業部)

　798 　0.51

計 － 　53,307 　33.74

（注）１．（　）内は常任代理人の氏名又は名称及び住所

　　　２．上記のほか、自己株式が32,612千株あります。 
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（７）【議決権の状況】

①【発行済株式】

平成22年９月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 - - -

議決権制限株式（自己株式等） - - -

議決権制限株式（その他）　 - - -

完全議決権株式（自己株式） 普通株式    32,612,200 - -

完全議決権株式（その他） 普通株式   125,352,600 1,253,526
権利内容に何ら限定のない当

社における標準となる株式

単元未満株式 普通株式  　　  11,621 - -

発行済株式総数 157,976,421 - -

総株主の議決権 - 1,253,526 -

　（注）１．「完全議決権株式（その他）」の欄には、証券保管振替機構名義の株式が4,400株（議決権44個）含まれてお

ります。　　　　　　　　　　

　　　　２．「単元未満株式」の欄には、自己株式が31株含まれております。

 

②【自己株式等】 

平成22年９月30日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所

自己名義所有

株式数　(株)　　

　　　　　　　

他人名義所有

株式数　(株)

所有株式数の

合計　　(株)

発行済株式総数

に対する所有株

式数の割合(％)

アライドテレシスホー

ルディングス株式会社

東京都品川区西五反田

七丁目21番11号
32,612,200    - 32,612,200 20.64

計 - 32,612,200    - 32,612,200 20.64

 

２【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

月別
平成22年
１月

平成22年
２月

平成22年
３月

平成22年
４月

平成22年
５月

平成22年
６月

平成22年
７月

平成22年
８月

平成22年
９月

最高（円） 70 87 101 165 142 137 128 137 120

最低（円） 54 63 73 95 92 98 100 102 104

　（注）　最高・最低株価は、東京証券取引所市場第二部におけるものであります。

 

３【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期報告書の提出日までにおいて、役員の異動はありません。 
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第５【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。

　なお、前第３四半期連結会計期間（平成21年７月１日から平成21年９月30日まで）及び前第３四半期連結累計期間

（平成21年１月１日から平成21年９月30日まで）は、改正前の四半期連結財務諸表規則に基づき、当第３四半期連結

会計期間（平成22年７月１日から平成22年９月30日まで）及び当第３四半期連結累計期間（平成22年１月１日から

平成22年９月30日まで）は、改正後の四半期連結財務諸表規則に基づいて作成しております。

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第３四半期連結会計期間（平成21年７月１日から平

成21年９月30日まで）及び前第３四半期連結累計期間（平成21年１月１日から平成21年９月30日まで）に係る四半

期連結財務諸表並びに当第３四半期連結会計期間（平成22年７月１日から平成22年９月30日まで）及び当第３四半

期連結累計期間（平成22年１月１日から平成22年９月30日まで）に係る四半期連結財務諸表について、有限責任監査

法人トーマツによる四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年９月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成21年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 6,690,926 7,246,804

受取手形及び売掛金 5,658,322 7,916,625

商品及び製品 4,406,003 3,683,658

仕掛品 323,856 209,618

原材料及び貯蔵品 840,982 781,915

前払費用 531,212 558,785

その他 1,001,817 1,259,625

貸倒引当金 △244,262 △318,874

流動資産合計 19,208,857 21,338,159

固定資産

有形固定資産 ※
 2,303,818

※
 2,219,878

無形固定資産

その他 377,241 198,319

無形固定資産合計 377,241 198,319

投資その他の資産

その他 1,004,813 993,512

貸倒引当金 △22,411 △24,449

投資その他の資産合計 982,401 969,063

固定資産合計 3,663,460 3,387,261

資産合計 22,872,318 24,725,420

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 2,827,628 2,895,872

短期借入金 1,016,228 2,366,095

1年内返済予定の長期借入金 591,396 132,000

1年内償還予定の社債 168,000 168,000

未払費用 1,202,020 1,008,038

未払金 460,705 585,762

未払法人税等 154,593 95,002

賞与引当金 635,337 205,944

前受収益 2,144,103 1,725,304

その他 334,447 419,760

流動負債合計 9,534,459 9,601,780

固定負債

社債 164,000 248,000

長期借入金 969,906 35,000

退職給付引当金 686,459 673,949

その他 374,173 89,766
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（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年９月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成21年12月31日)

固定負債合計 2,194,538 1,046,716

負債合計 11,728,998 10,648,496

純資産の部

株主資本

資本金 9,835,708 9,807,675

資本剰余金 3,738,759 3,710,725

利益剰余金 △994,613 40,272

自己株式 △2,983,470 △668,512

株主資本合計 9,596,383 12,890,160

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 △442 △633

繰延ヘッジ損益 △4,425 －

為替換算調整勘定 1,294,230 988,063

評価・換算差額等合計 1,289,363 987,429

新株予約権 257,573 199,334

純資産合計 11,143,320 14,076,924

負債純資産合計 22,872,318 24,725,420
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（２）【四半期連結損益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自　平成21年１月１日
　至　平成21年９月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成22年１月１日
　至　平成22年９月30日)

売上高 24,229,758 25,365,262

売上原価 12,119,531 10,965,263

売上総利益 12,110,226 14,399,998

販売費及び一般管理費 ※
 13,368,937

※
 14,075,267

営業利益又は営業損失（△） △1,258,711 324,731

営業外収益

受取利息 12,512 9,494

受取配当金 759 1,452

持分法による投資利益 7,358 7,372

その他 13,981 21,284

営業外収益合計 34,612 39,603

営業外費用

支払利息 57,540 58,420

社債発行費 16,569 －

為替差損 4,910 894,299

その他 23,117 24,414

営業外費用合計 102,138 977,133

経常損失（△） △1,326,237 △612,799

特別利益

固定資産売却益 1,362 24

貸倒引当金戻入額 3,831 70,637

新株予約権戻入益 1,502 5,531

特別利益合計 6,696 76,193

特別損失

固定資産売却損 683 128

固定資産除却損 3,474 3,689

事業再編損 148,554 69,120

訴訟関連損失 7,000 2,643

その他 26 －

特別損失合計 159,739 75,582

税金等調整前四半期純損失（△） △1,479,280 △612,188

法人税、住民税及び事業税 101,534 165,580

法人税等調整額 － △32,220

法人税等合計 101,534 133,360

四半期純損失（△） △1,580,814 △745,548
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【第３四半期連結会計期間】
（単位：千円）

前第３四半期連結会計期間
(自　平成21年７月１日
　至　平成21年９月30日)

当第３四半期連結会計期間
(自　平成22年７月１日
　至　平成22年９月30日)

売上高 9,030,920 7,575,217

売上原価 4,285,586 3,366,576

売上総利益 4,745,334 4,208,641

販売費及び一般管理費 ※
 4,527,181

※
 4,648,166

営業利益又は営業損失（△） 218,153 △439,525

営業外収益

受取利息 2,311 2,206

受取配当金 735 1,382

持分法による投資利益 4,283 2,468

その他 4,886 4,140

営業外収益合計 12,217 10,198

営業外費用

支払利息 23,651 25,034

為替差損 532,029 380,655

その他 14,573 8,174

営業外費用合計 570,254 413,865

経常損失（△） △339,883 △843,192

特別利益

固定資産売却益 － 3

貸倒引当金戻入額 529 －

特別利益合計 529 3

特別損失

固定資産売却損 299 －

固定資産除却損 101 221

事業再編損 25,104 14,732

訴訟関連損失 7,000 －

特別損失合計 32,505 14,954

税金等調整前四半期純損失（△） △371,859 △858,144

法人税、住民税及び事業税 38,008 △76,591

法人税等合計 38,008 △76,591

四半期純損失（△） △409,868 △781,552
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自　平成21年１月１日
　至　平成21年９月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成22年１月１日
　至　平成22年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純損失（△） △1,479,280 △612,188

減価償却費 383,990 390,923

貸倒引当金の増減額（△は減少） △197,771 △54,150

賞与引当金の増減額（△は減少） 188,433 433,638

退職給付引当金の増減額（△は減少） △30,462 26,139

受取利息及び受取配当金 △13,272 △10,947

支払利息 57,540 58,420

社債発行費 16,569 －

為替差損益（△は益） 35,417 844,406

持分法による投資損益（△は益） △7,358 △7,372

固定資産売却損益（△は益） △679 104

固定資産除却損 3,474 3,689

訴訟関連損失 7,000 2,643

事業再編損失 148,554 69,120

未払費用の増減額（△は減少） △84,874 278,291

売上債権の増減額（△は増加） 2,487,396 1,966,944

たな卸資産の増減額（△は増加） 1,725,619 △1,263,786

仕入債務の増減額（△は減少） △1,939,925 205,757

前受収益の増減額（△は減少） 311,188 449,547

その他 91,128 △5,323

小計 1,702,691 2,775,858

利息及び配当金の受取額 13,269 10,943

利息の支払額 △51,821 △58,479

法人税等の支払額又は還付額（△は支払） △235,999 53,827

事業再編による支出 △139,434 △67,894

訴訟関連損失の支払額 － △2,643

営業活動によるキャッシュ・フロー 1,288,704 2,711,610

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △186,609 △372,732

有形固定資産の売却による収入 1,614 131

無形固定資産の取得による支出 △56,235 △84,732

投資有価証券の取得による支出 △448 △451

定期預金の増減額（△は増加） 50,000 △100,000

貸付けによる支出 △9,584 －

貸付金の回収による収入 20,985 780

敷金及び保証金の回収による収入 103,721 9,455

敷金及び保証金の差入による支出 △209,370 △16,296

その他 11,719 837

投資活動によるキャッシュ・フロー △274,207 △563,008

EDINET提出書類

アライドテレシスホールディングス株式会社(E01867)

四半期報告書

24/34



（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自　平成21年１月１日
　至　平成21年９月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成22年１月１日
　至　平成22年９月30日)

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 823,869 △1,315,355

長期借入れによる収入 200,000 1,690,000

長期借入金の返済による支出 △166,837 △295,698

社債の発行による収入 483,430 －

社債の償還による支出 － △84,000

新株予約権の行使による株式の発行による収入 － 39,600

自己株式の取得による支出 △199,996 △2,314,958

配当金の支払額 － △284,191

その他 － △6,987

財務活動によるキャッシュ・フロー 1,140,465 △2,571,590

現金及び現金同等物に係る換算差額 6,248 △232,890

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 2,161,211 △655,878

現金及び現金同等物の期首残高 3,292,853 7,146,804

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 5,454,064

※
 6,490,926
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【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

 
当第３四半期連結累計期間
（自　平成22年１月１日
至　平成22年９月30日）

１．連結の範囲に関する事項

の変更

(１)連結の範囲の変更

　第２四半期連結会計期間より、Allied Telesis EMENA GmbHを新たに設立したため、

連結の範囲に含めております。また、連結子会社であったAllied Telesyn

International (Cayman),Ltd.は、第２四半期連結会計期間において清算結了したた

め、連結の範囲から除外しております。

(２)変更後の連結子会社の数　　　　37社　

　

【簡便な会計処理】

 
当第３四半期連結累計期間
（自　平成22年１月１日
至　平成22年９月30日）

１．固定資産の減価償却費の

算定方法

　定率法を採用している資産については、連結会計年度に係る減価償却費の額を期間按分

して算定する方法によっております。 

２．税金費用の計算 　法人税等については、加減算項目や税額控除項目を重要なものに限定する方法により算

出しております。なお、連結財務諸表における重要性が乏しい連結子会社については、経

営環境に著しい変化が発生しておらず、四半期財務諸表における税金費用の計算にあた

り、税引前四半期純利益に前年度の損益計算書における税効果会計適用後の法人税等の

負担率を乗じて計算する方法によっております。 

　

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

　　　該当事項はありません。　

　

【追加情報】
 
 　　 該当事項はありません。　    

 　

【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

当第３四半期連結会計期間末
（平成22年９月30日）

前連結会計年度末
（平成21年12月31日）

※　有形固定資産の減価償却累計額は6,259,985千円であり

ます。なお、減価償却累計額には、減損損失累計額が含ま

れております。  　

※　有形固定資産の減価償却累計額は6,369,799千円であり

ます。なお、減価償却累計額には、減損損失累計額が含ま

れております。   

　

（四半期連結損益計算書関係）

前第３四半期連結累計期間
（自　平成21年１月１日
至　平成21年９月30日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成22年１月１日
至　平成22年９月30日）

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は、次

のとおりであります。

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は、次

のとおりであります。

給与手当 4,341,826千円

研究開発費 2,718,465千円

賞与引当金繰入額 427,996千円

退職給付費用 95,299千円

貸倒引当金繰入額 60,289千円

給与手当 4,410,231千円

研究開発費 2,808,093千円

賞与引当金繰入額 635,337千円

退職給付費用 74,712千円

　 　

 

前第３四半期連結会計期間
（自　平成21年７月１日
至　平成21年９月30日）

当第３四半期連結会計期間
（自　平成22年７月１日
至　平成22年９月30日）

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は、次

のとおりであります。

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は、次

のとおりであります。

給与手当 1,424,518千円

研究開発費 947,300千円

賞与引当金繰入額 427,996千円

退職給付費用 31,887千円

貸倒引当金繰入額 20,166千円

給与手当 1,455,937千円

研究開発費 920,443千円

賞与引当金繰入額 391,197千円

退職給付費用 22,554千円

貸倒引当金繰入額 3,209千円
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（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

前第３四半期連結累計期間
（自　平成21年１月１日
至　平成21年９月30日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成22年１月１日
至　平成22年９月30日）

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借

対照表に掲記されている科目の金額との関係

　　　　　　　　　　　　　（平成21年９月30日現在)

 （千円）

現金及び預金勘定 5,654,064

預入期間が３ヵ月を超える定期預金 △200,000

現金及び現金同等物 5,454,064
 

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借

対照表に掲記されている科目の金額との関係

　　　　　　　　　　　　　（平成22年９月30日現在)

 （千円）

現金及び預金勘定 6,690,926

預入期間が３ヵ月を超える定期預金 △200,000

現金及び現金同等物 6,490,926
 

　

（株主資本等関係）

当第３四半期連結会計期間末（平成22年９月30日）及び当第３四半期連結累計期間（自　平成22年１月１日　至　

平成22年９月30日）

１．発行済株式の種類及び総数

　　普通株式　　157,976,421株  

２．自己株式の種類及び株式数

　　普通株式　　 32,612,231株  

３．新株予約権等に関する事項

(１)平成14年３月新株引受権

　　　新株引受権の目的となる株式の種類　　　　　普通株式

　　　新株引受権の目的となる株式の数　　　　　 　3,000株

(２)ストックオプションとしての新株予約権

　　　新株予約権の四半期連結会計期間末残高 257,573千円（親会社208,931千円、連結子会社48,642千円）

　　　(注)第18回・第20回・第21回新株予約権は、権利行使期間の初日が到来しておりません。　　  

４．配当に関する事項

　　配当金支払額　

　決議 株式の種類 配当金の総額
１株当たり

配当額
基準日 効力発生日 配当の原資

平成22年２月12日

取締役会
普通株式 289百万円 ２円 平成21年12月31日平成22年３月31日利益剰余金

５．株主資本の金額の著しい変動

　　当社は、当第３四半期連結累計期間において、平成21年５月14日、平成21年12月28日、平成22年３月30日及び

平成22年５月25日開催の取締役会決議に基づき、自己株式の取得を行いました。この結果、当第３四半期連結

累計期間において、自己株式が2,314,958千円増加し、当第３四半期連結会計期間末において2,983,470千円

となっております。　
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（セグメント情報）

【事業の種類別セグメント情報】

前第３四半期連結会計期間（自　平成21年７月１日　至　平成21年９月30日）及び当第３四半期連結会計期間

（自　平成22年７月１日　至　平成22年９月30日）並びに前第３四半期連結累計期間（自　平成21年１月１日　至　

平成21年９月30日）及び当第３四半期連結累計期間（自　平成22年１月１日　至　平成22年９月30日）

　　当社グループは、情報通信・ネットワーク関連事業のみを行っているため、事業の種類別セグメント情報の記載

は省略しております 。

 

【所在地別セグメント情報】

　前第３四半期連結会計期間（自　平成21年７月１日　至　平成21年９月30日）

 日本(千円) 欧米(千円)
アジア・

オセアニア(千円)
計(千円)

消去又は全社
(千円)

連結(千円)

売上高 　 　 　 　  　

(1) 外部顧客に対する

売上高
4,915,8083,566,058549,0539,030,920 － 9,030,920

(2) セグメント間の

内部売上高又は振替高
182,115 42,967 1,819,7172,044,801(2,044,801) －

計 5,097,9243,609,0262,368,77111,075,721(2,044,801) 9,030,920

　営業利益又は損失(△) △3,007 128,732 80,887 206,612 11,540 218,153

　

　当第３四半期連結会計期間（自　平成22年７月１日　至　平成22年９月30日）

 日本(千円) 欧米(千円)
アジア・

オセアニア(千円)
計(千円)

消去又は全社
(千円)

連結(千円)

売上高 　 　 　 　  　

(1) 外部顧客に対する

売上高
3,959,7763,148,020467,4207,575,217 － 7,575,217

(2) セグメント間の

内部売上高又は振替高
189,105 33,368 2,425,2442,647,718(2,647,718) －

計 4,148,8823,181,3882,892,66510,222,936(2,647,718) 7,575,217

　営業利益又は損失(△) △700,550 193,291 105,084△402,174 (37,350) △439,525

　（注) １．国又は地域の区分は、地理的近接度によっております。
２．本邦以外の区分に属する主な国又は地域
(１)欧米　　　　　　　　：　アメリカ、カナダ、イギリス、フランス、ドイツ、オランダ、イタリア
(２)アジア・オセアニア　：　シンガポール、中国、オーストラリア、ニュージーランド

　

　前第３四半期連結累計期間（自　平成21年１月１日　至　平成21年９月30日）

 日本(千円) 欧米(千円)
アジア・

オセアニア(千円)
計(千円)

消去又は全社
(千円)

連結(千円)

売上高 　 　 　 　  　

(1) 外部顧客に対する

売上高
12,751,72510,026,4791,451,55324,229,758 － 24,229,758

(2) セグメント間の

内部売上高又は振替高
500,465 97,906 5,738,7196,337,091(6,337,091) －

計 13,252,19110,124,3857,190,27330,566,850(6,337,091) 24,229,758

　営業利益又は損失(△) △1,376,448191,036 41,334△1,144,078(114,633) △1,258,711

 

　当第３四半期連結累計期間（自　平成22年１月１日　至　平成22年９月30日）

 日本(千円) 欧米(千円)
アジア・

オセアニア(千円)
計(千円)

消去又は全社
(千円)

連結(千円)

売上高 　 　 　 　  　

(1) 外部顧客に対する

売上高
14,207,2679,751,9611,406,03325,365,262 － 25,365,262

(2) セグメント間の

内部売上高又は振替高
585,350 145,9166,830,0427,561,310(7,561,310) －

計 14,792,6179,897,8778,236,07632,926,572(7,561,310) 25,365,262

　営業利益又は損失(△) △201,924 180,738 345,169 323,984 747 324,731

　（注) １．国又は地域の区分は、地理的近接度によっております。
２．本邦以外の区分に属する主な国又は地域
(１)欧米　　　　　　　　：　アメリカ、カナダ、イギリス、フランス、ドイツ、オランダ、イタリア
(２)アジア・オセアニア　：　シンガポール、中国、オーストラリア、ニュージーランド　
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【海外売上高】

　前第３四半期連結会計期間（自　平成21年７月１日　至　平成21年９月30日）

 北米 欧州
アジア・
オセアニア

計

Ⅰ　海外売上高(千円) 1,513,5971,965,559 547,800 4,026,957

Ⅱ　連結売上高(千円) － － － 9,030,920

Ⅲ　連結売上高に占める海外

売上高の割合(％)
16.8 21.8 6.1 44.6

　

　当第３四半期連結会計期間（自　平成22年７月１日　至　平成22年９月30日）

 北米 欧州
アジア・
オセアニア

計

Ⅰ　海外売上高(千円) 1,376,9861,692,097 467,420 3,536,505

Ⅱ　連結売上高(千円) － － － 7,575,217

Ⅲ　連結売上高に占める海外

売上高の割合(％)
18.2 22.3 6.2 46.7

　（注) １．国又は地域の区分は、地理的近接度によっております。

２．本邦以外の区分に属する主な国又は地域

(１)北米　　　　　　　　：　アメリカ、カナダ

(２)欧州　　　　　　　　：　イギリス、フランス、ドイツ、オランダ、イタリア

(３)アジア・オセアニア　：　シンガポール、中国、オーストラリア、ニュージーランド

３．海外売上高は、当社及び連結子会社の本邦以外の国又は地域における売上高であります。

 

　前第３四半期連結累計期間（自　平成21年１月１日　至　平成21年９月30日）

 北米 欧州
アジア・
オセアニア

計

Ⅰ　海外売上高(千円) 4,240,3125,526,5331,449,41911,216,265

Ⅱ　連結売上高(千円) － － － 24,229,758

Ⅲ　連結売上高に占める海外

売上高の割合(％)
17.5 22.8 6.0 46.3

　

　当第３四半期連結累計期間（自　平成22年１月１日　至　平成22年９月30日）

 北米 欧州
アジア・
オセアニア

計

Ⅰ　海外売上高(千円) 4,151,8455,350,3401,403,95110,906,137

Ⅱ　連結売上高(千円) － － － 25,365,262

Ⅲ　連結売上高に占める海外

売上高の割合(％)
16.4 21.1 5.5 43.0

　（注) １．国又は地域の区分は、地理的近接度によっております。

２．本邦以外の区分に属する主な国又は地域

(１)北米　　　　　　　　：　アメリカ、カナダ

(２)欧州　　　　　　　　：　イギリス、フランス、ドイツ、オランダ、イタリア

(３)アジア・オセアニア　：　シンガポール、中国、オーストラリア、ニュージーランド

３．海外売上高は、当社及び連結子会社の本邦以外の国又は地域における売上高であります。
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（有価証券関係）

　有価証券の四半期連結貸借対照表計上額その他の金額は、前連結会計年度の末日と比較して著しい変動がありま

せん。

　

　

（デリバティブ取引関係）

　当社はヘッジ会計を適用しているため、該当事項はありません。 

　

 

（ストック・オプション等関係）

当第３四半期連結会計期間（自　平成22年７月１日　至　平成22年９月30日）

１．ストック・オプションに係る当第３四半期連結会計期間における費用計上額及び科目名

　　販売費及び一般管理費　　　     　 30,553千円

 

２．当第３四半期連結会計期間に付与したストック・オプションの内容

           　 該当事項はありません。

 

（企業結合等関係）

　　　　該当事項はありません。
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（１株当たり情報）

１．１株当たり純資産額

当第３四半期連結会計期間末
（平成22年９月30日）

前連結会計年度末
（平成21年12月31日）

１株当たり純資産額 86.83円 １株当たり純資産額 95.93円

２．１株当たり四半期純損失金額等

前第３四半期連結累計期間
（自　平成21年１月１日
至　平成21年９月30日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成22年１月１日
至　平成22年９月30日）

１株当たり四半期純損失金額 10.13円

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、潜在株式は存在するものの１株当たり四半期純損失

であるため記載しておりません。

１株当たり四半期純損失金額 5.59円

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、潜在株式は存在するものの１株当たり四半期純損失

であるため記載しておりません。

　　（注）１株当たり四半期純損失金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第３四半期連結累計期間
（自　平成21年１月１日
至　平成21年９月30日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成22年１月１日
至　平成22年９月30日）

１株当たり四半期純損失金額   

四半期純損失金額      　　  (千円) 1,580,814 745,548

普通株主に帰属しない金額    (千円) － －

普通株式に係る四半期純損失  (千円) 1,580,814 745,548

期中平均株式数　              (株) 156,068,129 133,327,263

希薄化効果を有しないため、潜在株式調
整後１株当たり四半期純利益の算定に含
めなかった潜在株式で、前連結会計年度
末から重要な変動があったものの概要

 ―  ―

　
前第３四半期連結会計期間
（自　平成21年７月１日
至　平成21年９月30日）

当第３四半期連結会計期間
（自　平成22年７月１日
至　平成22年９月30日）

１株当たり四半期純損失金額 2.65円

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、潜在株式は存在するものの１株当たり四半期純損失

であるため記載しておりません。

１株当たり四半期純損失金額 6.16円

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、潜在株式は存在するものの１株当たり四半期純損失

であるため記載しておりません。

　　（注）１株当たり四半期純損失金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第３四半期連結会計期間
（自　平成21年７月１日
至　平成21年９月30日）

当第３四半期連結会計期間
（自　平成22年７月１日
至　平成22年９月30日）

１株当たり四半期純損失金額   

四半期純損失金額      　　  (千円) 409,868 781,552

普通株主に帰属しない金額    (千円) － －

普通株式に係る四半期純損失  (千円) 409,868 781,552

期中平均株式数　              (株) 154,562,751 126,977,557

希薄化効果を有しないため、潜在株式調
整後１株当たり四半期純利益の算定に含
めなかった潜在株式で、前連結会計年度
末から重要な変動があったものの概要

 ―  ―

　

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

　

（リース取引関係）

　当第３四半期連結会計期間 (自　平成22年７月１日　至　平成22年９月30日)
リース取引開始日が適用初年度開始前の所有権移転外ファイナンス・リース取引については、通常の賃貸借取
引に係る方法に準じて処理を行っておりますが、当四半期連結会計期間末におけるリース取引残高は前連結会計
年度末に比べて著しい変動がありません。

  

２【その他】

　　　該当事項はありません。　
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成21年11月６日

アライドテレシスホールディングス株式会社

取締役会　御中

有限責任監査法人　トーマツ

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 井上　隆司　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 下条　修司　　印

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているアライドテレシス

ホールディングス株式会社の平成21年１月１日から平成21年12月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平

成21年７月１日から平成21年９月30日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成21年１月１日から平成21年９月30日ま

で）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フ

ロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独

立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、アライドテレシスホールディングス株式会社及び連結子会社の平成21年

９月30日現在の財政状態、同日をもって終了する第３四半期連結会計期間及び第３四半期連結累計期間の経営成績並びに

第３四半期連結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点にお

いて認められなかった。

　

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

　（注）１　上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告

書提出会社）が別途保管しております。

　　　　２　四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。

　

EDINET提出書類

アライドテレシスホールディングス株式会社(E01867)

四半期報告書

33/34



 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成22年11月９日

アライドテレシスホールディングス株式会社

取締役会　御中

有限責任監査法人　トーマツ

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 井上　隆司　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 下条　修司　　印

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているアライドテレシス

ホールディングス株式会社の平成22年１月１日から平成22年12月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平

成22年７月１日から平成22年９月30日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成22年１月１日から平成22年９月30日ま

で）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フ

ロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独

立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、アライドテレシスホールディングス株式会社及び連結子会社の平成22年

９月30日現在の財政状態、同日をもって終了する第３四半期連結会計期間及び第３四半期連結累計期間の経営成績並びに

第３四半期連結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点にお

いて認められなかった。

　

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

　（注）１　上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告

書提出会社）が別途保管しております。

　　　　２　四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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